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環境関連法規制等の遵守状況の確認及び
　　　　　評価の結果並びに違反、訴訟等の有無



代表者より 

進むべき進路を。その先の未来のために。 

   

時代の流れを的確につかみ、お客様のニーズに応える。

安心・安全を基本理念に、立ち止まらないで前に進む。 

　 

当社は、清水港の発展とともに、港のもつ機能の一翼を担いながら、第三セクターとして

産業の振興に貢献するよう頑張ってまいりました。

自由な社風とソフトな環境、社員がそれぞれ個性を伸ばし、感性をみがく。

豊かな地域社会を築いていく上で、いつまでも必要とされる企業でありたいと願っております。

　 

今回、2022年度（2022年4月～2023年3月）のレポートをお届けします。 

代表取締役　鈴木與平

2023年5月31日
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□　事業所概要

(1) 事業所名及び代表者名
清水埠頭株式会社　　　  代表取締役　鈴木　與平
ｴｺｱｸｼｮﾝ21執行代表者　　　　常務取締役　松瀬 宇太郎

(2) 所在地
　　　本社：静岡県静岡市清水区清開三丁目５番４０号 
(3) 資本金　300,000,000円
(4) 設立年月日　昭和32年12月12日
(5) 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　責任者　取締役総務部長　 村松 篤　　　TEL：054-334-2288（代表） 
　　　担当者　総務部総務課係長 　鈴木 詩乃

(6) 事業内容
① 本社

　　　　住所：静岡市清水区清開三丁目　5番40号
　　　　事業：総務・経理業務 
　 　　　　　　曳船管理業務 
　 　　　　　　倉庫事業営業 
　　 　　　　　ウッドチップ荷役・保管業務 
　　　　 　　　セメント荷役・保管・出荷業務（UBE三菱） 

② 穀物サイロ 
　　　　住所： 静岡市清水区清開3丁目5-37 
　　　　事業： 穀物荷役・保管・出荷業務 

③ セメント部
　　　　住所： 静岡市清水区清開3丁目119-2
　　　　事業： セメント荷役・保管・出荷業務（住友大阪）

④ リサイクル事業部 
　　　　 住所： 静岡市清水区清開3丁目119-1
　　　　 事業： 産業廃棄物処理業務 
(7) 事業の規模（2022年3月期） 

 売上高 2,990百万円 
主要貨物取扱数量　896,505㌧ 
従業員数　80名 

施設面積　14,073.65㎡ 
(8) 事業年度　2022年度  

産業廃棄物処分業許可取得地域
　　　① 産業廃棄物管理責任者　　　  　　  　取締役総務部長　村松篤
　　　　  産業廃棄物処理施設管理責任者　　総務部施設管理室長　杉本光生
　　　② 産業廃棄物処分業

　　　③ 施設の概要
＜破砕施設＞ 

台数
1
2
2
2

　　 
＜乾燥施設＞ 

台数
1
2

④ 処理方式
　　　　　　破砕/乾燥

⑤ 処理実績（受託した産業廃棄物の処理量） 

⑥ 処理料金等
　　　　　　電話・電子メールなどにて、弊社担当者にご確認ください。 

166.24㌧/日(8時間)
-

動植物性残さ

許可期限 取扱廃棄物種類取得地域
静岡市

許可No.
6222111377

許可年月日
令和1年5月31日

  1,713 トン

設備名称
動植物性残さ乾燥ﾌﾟﾗﾝﾄ設備

フォークリフト

処理能力
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-

令和8年5月30日 木くず／動植物残さ

廃木材

処理能力

-
24.00㌧/日(24時間)

-

設備名称
廃材破砕ﾌﾟﾗﾝﾄ設備

12,375 トン

油圧ショベル
ホイールローダー

フォークリフト
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⑦ 産業廃棄物処理施設 処理工程図（廃材破砕）

【廃木材 破砕処分】

合板工場・製紙工場
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⑧ 産業廃棄物処理施設 処理工程図（植物性残さ乾燥）

【植物性残さ 乾燥】



□　組織図
　2022年4月1日現在
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倉庫部 サイロ営業課

曳船部 曳船課

倉庫部 サイロ作業課

リサイクル事業部 業務課

業務第２課

港運部 業務課

セメント第２課

セメント部 セメント第１課

経理部 経理課

株主総会 取締役会

総務部 総務課

経営会議

施設管理室

社長 常務取締役

本 社



製紙・繊維板原料用の輸入ウッドチップの荷役作業を行うとともに、後方施設を利用し、保管・拠出
を行っております。
・荷役作業：本船に積み込まれているウッドチップをアンローダーとベルトコンベヤーを使用し、後
方ヤードに搬入します。
・搬出作業：ショベルローダーとトラック専用積み込みコンベヤーを使用し、トラックにウッドチップを
積み込みます。

海外から輸入される穀物を効率的に捌く物流基地としての機能を十分に発揮するとともに、静岡・
山梨・長野を中心とした製粉・食品・飼料工場に安全で安定した原料供給を行っております 。
取扱貨物　とうもろこし・麦類・その他の穀物

弊社のタグボートは、駿河湾一円において営業活動を行っており、共有船を含め、清水港に４隻、
田子の浦港、御前崎港に各１隻を配備し、２４時間フルオープンの港に対応しております。
・社有船　天城丸/富嶽丸/宝永丸/清見丸（田子の浦港駐在）
・共有船　興津丸/駿河丸

海上輸送されたセメントを、２４時間自動出荷体制のサービスステーションより、県内外に安定供
給をしております。
・UBE三菱セメント　サービスステーション
・住友大阪セメント　サービスステーション
取扱貨物　普通ポルトランドセメント・高炉セメントB種・セメント系固化材

時代が要求する資源循環型社会の構築に向けて、埋め立てや焼却等処分されている木屑及び植
物性残さを再利用するための工場を運営しております。
破砕品目　貨物の梱包材・家屋の解体材
乾燥品目　（例）緑茶・コーヒー・麦茶かす

リサイクル事業部
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□　主な業務紹介

港運部

倉庫部

曳船部

セメント部



清水埠頭株式会社

会社方針

時代の流れを的確につかみ、お客様のニーズに応える。

安心・安全を基本理念に立ち止まらないで前に進む。

環境経営方針

＜環境理念＞
　私たちは、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予想される地下資源の枯渇への対応が人類共
通の重要課題との認識に立ち、第三セクターとして、港湾運送事業･倉庫サイロ業・セメントSS業・曳船
業・リサイクル事業を通じ、港のもつ機能の一翼を担いながら、清水港の発展、地域社会の振興に貢
献します。
　さらには地球環境を守り、環境負荷の低減を図るために、全社一丸となって自主的・積極的に環境保
全活動に取り組みます。

＜環境保全への行動指針＞
　　１．二酸化炭素、廃棄物排出量、水資源使用量の低減、及び、PRTR法に指定される
　　　化学物質使用量の把握と適正使用管理の徹底に努めます。

　　２．リサイクル事業において、廃木材及び動植物性残さのマテリアルリサイクル
　　　　向上に努めます。

　　３．設備の計画的なメンテナンスのもと、常に安全な作業を心掛け事故ゼロを目指します。

　　４．取扱い貨物により発生する荷粉等の廃棄物の削減及び、再資源化に努めます。

　　５．活気のある職場環境を構築し、職員の知識や技術の向上に努めます。

　　６．環境への配慮を常に念頭に置き、新たな貨物の開拓を目指します。

　　７．環境影響を考慮した資機材、オフィス用品等のグリーン購入に努めます。

　　８．環境経営は継続的に改善し、ステップアップに努めます。

　　９．環境関連法規制や当社の事業に係る法令を遵守します。

　１０．地域での環境活動への積極的な参加を行います。

　１１．環境方針を社内に掲示し全社員に周知させるとともに、環境への取り組みを
　　　　環境活動レポートとして取りまとめ、一般に公表します。

制定：2009年　7月24日

改定：2016年　3月　1日

改定：2021年　4月　1日

清 水 埠 頭 株 式 会 社

代表取締役　鈴 木 與 平
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 ―　各部の目標　―――――――――――――――――――――――――――
  

＜省エネルギーの推進＞

■二酸化炭素、廃棄物排出量、水資源使用量の低減

・港運部・・重機車両の必要台数の見直し、燃料使用量の削減

・倉庫部・・各サイロ施設の照明をLED化 / ガソリン、軽油及び電気使用量の低減

・総務部・・設備の計画的な更新

・曳船部・・燃料使用量の削減（燃費の改善）

・リサイクル事業部・・ガソリン、軽油及び電気使用量の低減

■廃棄物の削減
・倉庫部・・穀物ダストの処分量の削減→肥料として引き取ってもらった。

・倉庫部・・取り換えたコンベアベルトを有価処理せずに再利用する。

・港運部・・廃棄物（チップダスト）再利用化の検討を行った。

・リサイクル事業部・・搬入量の増量→基準年度比112.2%増

・総務部・・裏紙の使用及びスキャナーの活用

  
■活気のある職場環境の構築及び職員の知識・技術の向上
・港運部・・荷役作業における人材の定着化 / ２班体制の確保 / 経営数字に対する関心を高める。

・セメント部・・業務の効率化 / 夏場の作業環境の改善/ 伝票発行ミスの削減

・総務部・・オンライン会議の推進

■取扱い貨物等により発生する廃棄物の削減及び再資源化

・港運部・・廃棄物（チップダスト）再利用化の検討

・倉庫部・・廃棄物の削減及び再資源化（廃材、ダストの再利用）

■環境への配慮を念頭に置いた、新たな貨物の開拓
・港運部・・新規検討商材に対する情報の共有化

■リサイクル事業におけるマテリアルリサイクルの向上

・リサイクル事業部・・マテリアルリサイクル率の維持及び向上（目標43％）

■設備を計画的にメンテンナンスし、安全な作業による事故ゼロ

・港運部・・車両故障による不稼働時間の削減 / 設備の計画的な更新 / 安全作業を行うための設備改善

・倉庫部・・設備の計画的な更新

□　環境経営中長期目標
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・港運部・・照明設備をすべてLED化、照明設備の設置個所の見直し

・経理部・・部内ミーティングによる情報の共有及びコミュニケーションの活性化
　　　　　　 業務のローテーションによる職員のスキルアップ / 社内研修の立案・実施



２０１７年度
(４～３月）

２０２２年度
(４～３月）

（基準年度）
(目標）

基準年度比

1,610,303 1,594,200

99%

原単位 Kwh/t 9.60 9.50

9,739 9,642

99%

原単位 km/ℓ 13.43 13.30

118,619 117,433

99%

原単位 ｔ/ℓ 52.04 51.52

365,412 361,758

99%

原単位 ｔ/ℓ 17.36 17.18

1,598,600 1,582,614

99%

タグボート 原単位 ℓ/h 130.76 129.45

自家発 原単位 ℓ/Kwh 0.27 0.27

kg-CO₂ 3,584,054 3,548,213

8,370 8,286

99%

％/年 47% 43%

16,646 16,480

99%

0.656 -------------

-------------

参加 参加

エコマーク製品があるも
のは購入

エコマーク製品があるも
のは購入

　※特定化学物質は穀物の燻蒸に使用するため、使用量の削減を目標とすることはできない。
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グリーン購入

環境活動参加

節水 ㎥/年

特定化学物質の適正使用 t/年

□　2021年度活動目標

二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減

マテリアルリサイクル率の維持継続

kg/年

＜重油燃料＞

二酸化炭素排出量削減
＜電力＞

＜ガソリン＞

＜軽油燃料＞

kg-CO₂

kg-CO₂

kg-CO₂

kg-CO₂

＜LPG＞
（2019年度を基準年度とする）

kg-CO₂

年 度

項 目



2017年度
(４～３月）

2018年度
(４～３月）

2019年度
(４～３月）

2020年度
(４～３月）

2021年度
(４～３月）

2022年度
(４～３月）

（基準年度）
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比

1,594,200 1,594,200 1,594,200 1,594,200 1,594,200

99% 99% 99% 99% 99%

9,642 9,642 9,642 9,642 9,642

99% 99% 99% 99% 99%

-------- 117,433 117,433 117,433 117,433

99% 99% 99% 99% 99%

361,758 361,758 361,758 361,758 361,758

99% 99% 99% 99% 99%

1,582,614 1,582,614 1,582,614 1,582,614 1,582,614

99% 99% 99% 99% 99%

kg-CO₂ 3,584,144 3,548,213 3,548,213 3,548,213 3,548,213 3,548,213

8,286 8,286 8,286 8,286 8,286

99% 99% 99% 99% 99%

％/年 43% 43% 43% 43% 43% 43%

16,480 16,480 16,480 16,480 16,480

99% 99% 99% 99% 99%

参加 参加 参加 参加 参加 参加

件
エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

※使用する購入電力の二酸化炭素係数（kg-CO₂/kWh） 0.482

環境活動参加

＜ＬＰＧ＞
（2019年度を基準年度とする）

kg-CO₂ 118,619

□　中長期活動目標

二酸化炭素排出量削減
＜電力＞

kg-CO₂ 1,610,303

＜ガソリン＞ kg-CO₂ 9,739
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節水 ㎥/年 16,646

＜軽油燃料＞ kg-CO₂ 365,412

＜重油燃料＞ kg-CO₂ 1,598,600

二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減 kg/年 8,370

グリーン購入

マテリアルリサイクル率の維持継続

年 度

項 目



2022年度
(４～３月）

2023年度
(４～３月）

2024年度
(４～３月）

2025年度
(４～３月）

2026年度
(４～３月）

2027年度
(４～３月）

（基準年度）
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比
(目標）

基準年度比

1,611,577 1,611,577 1,611,577 1,611,577 1,611,577

99% 99% 99% 99% 99%

7,084 7,084 7,084 7,084 7,084

99% 99% 99% 99% 99%

266,656 266,656 266,656 266,656 266,656

99% 99% 99% 99% 99%

349,147 349,147 349,147 349,147 349,147

99% 99% 99% 99% 99%

1,455,420 1,455,420 1,455,420 1,455,420 1,455,420

99% 99% 99% 99% 99%

kg-CO₂ 3,727,156 3,689,884 3,548,213 3,548,213 3,548,213 3,548,213

8,702 8,702 8,702 8,702 8,702

99% 99% 99% 99% 99%

％/年 43% 43% 43% 43% 43% 43%

16,188 16,188 16,188 16,188 16,188

99% 99% 99% 99% 99%

参加 参加 参加 参加 参加 参加

件
エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

エコマーク
製品がある
ものは購入

※使用する購入電力の二酸化炭素係数（kg-CO₂/kWh） 0.482

環境活動参加

グリーン購入
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マテリアルリサイクル率の維持継続

節水 ㎥/年 16,352

＜重油燃料＞ kg-CO₂ 1,470,121

二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減 kg/年 8,790

＜ＬＰＧ＞ kg-CO₂ 269,349

＜軽油燃料＞ kg-CO₂ 352,674

＜ガソリン＞ kg-CO₂ 7,156

□　中長期活動目標（2023年度～）

二酸化炭素排出量削減
＜電力＞

kg-CO₂ 1,627,856

年 度

項 目



□　環境活動計画の取組結果・評価、次年度の取り組み内容

活動目標 計画項目(全社共通)
達成率/

評価ランク
評価 次年度の取り組み

電力の削減 使用しない場所の消灯 100％　/　A 職員に意識が浸透している 。 継続的な取組み実施

電力の削減
ｸｰﾙ/ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ運動
（冷暖房控えめ使用）

100％　/　A
作業効率に良い室温を調査し、設
定した（夏期:26℃、冬期:24℃）

基準としている冷暖房時の室温
を順守しつつ、場所による最適
温度を検討する。

電力の削減 省ｴﾈﾀｲﾌﾟの機器への更新 100％　/　A 現場のLED化が進んだ。 継続的な取組み実施

電力の削減 電気、空調機器の点検保守 100％　/　A
冷暖房使用前に業者による点検・
フィルター交換・送風口の清掃実
施。

継続的な取組み実施

ガソリン
軽油

の削減

車両のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ、
急加速・停止防止

100％　/　A
意識は浸透している。長距離の使
用も多かったこともあり、燃費が向
上した。

継続的な取組み実施

一般廃棄物
の削減

ﾌﾟﾘﾝﾀのﾐｽｺﾋﾟｰの防止、
裏紙・両面印刷

95％　/　A

裏紙の使用、両面印刷の活用、保
存文書の電子化、FAXデータの電
子保存化等の取り組みを強化し
た。

出来ていない社員向けの意識
改革、電子化の推進を強化

一般廃棄物
の削減

分別による古紙のﾘｻｲｸﾙ化 90％　/　A
一般廃棄物が増加した。古紙のリ
サイクル化は意識が浸透してい
る。

機密文書・古紙の回収の活用
強化する。

一般廃棄物
の削減

ﾏｲ箸、ﾏｲｶｯﾌﾟ運動の推進 99％　/　A

社員全員がﾏｲ箸・ﾏｲｶｯﾌﾟを使用し
ている。
宅配弁当業者に割り箸は不要で
あることを伝えている。

継続的な取組み実施

節水 手洗い、ﾄｲﾚ、食器洗い時の節水 100％　/　A

意識は浸透しているが、新型コロ
ナウィルス感染防止のための対策
（手洗い・うがい、加湿器の使用な
ど）により上水の使用量は増加し
た。

継続的な取組み実施

ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ
率

ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ率の維持継続
(リサイクル事業部）

100％　/　A

意識が浸透しており、積極的な取
り組みが実施できている。
高水準のマテリアルリサイクル率
を維持した。

目標数値（43％）の維持継続

特定化学物質
の適正使用

安全性の確保し、適正使用を図
る。

--------
安全性を確保して適正に使用でき
た。

安全性の確保を目標とした取り
組みの実施
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２０１７年度
(４～３月）

（基準年度）
(目標）

基準年度比
(結果）

基準年度比

1,610,303 1,594,200 1,627,856

99% 101%

原単位 Kwh/t 11.26 11.15 10.23

9,829 9,731 7,156

99% 73%

原単位 km/ℓ 11.69 11.57 13.51

153,387 151,853 269,349

99% 176%

原単位 ｔ/kg 52.04 51.52 52.06

365,412 361,758 352,674

99% 97%

原単位 ｔ/ℓ 17.36 17.18 16.77

1,598,600 1,582,614 1,470,121

99% 92%

タグボート 原単位 ℓ/h 130.76 129.45 136.05

自家発 原単位 ℓ/Kwh 0.27 0.27 4月 稼働終了

kg-CO₂ 3,584,144 3,548,303 3,727,156

8,370 8,286 8,790

99% 105%

％/年 47% 43% 53%

16,646 16,480 16,352

99% 98%

t/年 適正使用 適正使用 適正使用

参加 参加 参加

件
エコマーク製品があ

るものは購入
エコマーク製品があ

るものは購入
エコマーク製品があ

るものは購入

※使用する購入電力の二酸化炭素係数（kg-CO₂/kWh） 0.482

グリーン購入
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マテリアルリサイクル率の維持継続

節水 ㎥/年

環境活動参加

特定化学物質の適正使用

一般廃棄物の削減 kg/年

□　環境目標と結果

二酸化炭素排出量削減
＜電力＞

kg-CO₂

＜ガソリン＞ kg-CO₂

＜軽油燃料＞ kg-CO₂

＜重油燃料＞ kg-CO₂

二酸化炭素排出量合計

＜LPG＞
（2019年度を基準年度とする）

kg-CO₂

２０２２年度
(４～３月）年 度

項 目



□　四半期ごとの環境目標及びその実績①

項目 部門 期毎累計 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月
基準年度 391,576 394,951 405,456 418,320
累計 391,576 786,527 1,191,983 1,610,303
目標（1%減） 387,661 391,002 401,402 414,137
累計 387,661 778,663 1,180,065 1,594,202
2021年度 403,156 418,421 422,396 383,882
累計 403,156 821,578 1,243,974 1,627,856
判定 × × × ◎
評価
原因
是正
基準年度 1,990 2,350 2,706 2,783
累計 1,990 4,340 7,046 9,829
目標（1%減） 1,971 2,327 2,679 2,756
累計 1,971 4,298 6,977 9,733
2021年度 1,642 1,728 2,078 1,708
累計 1,642 3,370 5,448 7,156
判定 ◎ ◎ ◎ ◎
評価
原因
是正
基準年度2019 33,051 44,571 39,428 36,337
累計 33,051 77,622 117,050 153,387
目標（1%減） 32,721 44,126 39,034 35,974
累計 32,721 76,847 115,881 151,855
2021年度 73,011 75,626 71,411 49,301
累計 73,011 148,637 220,048 269,349
判定 × × × ×
評価
原因
是正
基準年度 82,302 81,920 97,177 104,013
累計 82,302 164,222 261,399 365,412
目標（1%減） 81,479 81,101 96,206 102,973
累計 81,479 162,580 258,786 361,759
2021年度 95,045 87,403 92,927 77,300
累計 95,045 182,447 275,374 352,674
判定 × × ◎ ◎
評価
原因
是正
基準年度 369,648 358,944 418,665 451,343
累計 369,648 728,592 1,147,257 1,598,600
目標（1%減） 365,952 355,355 414,479 446,830
累計 365,952 721,307 1,135,786 1,582,616
2021年度 361,080 343,465 355,769 409,806
累計 361,080 704,546 1,060,315 1,470,121
判定 ◎ ◎ ◎ ◎
評価
原因
是正
基準年度 878,567 882,736 963,432 1,012,796
累計 878,567 1,761,303 2,724,735 3,737,531
目標（1%減） 869,782 873,909 953,798 1,002,669
累計 869,782 1,743,691 2,697,489 3,700,158
2021年度 933,935 926,643 944,581 921,997
累計 933,935 1,860,578 2,805,159 3,727,156
判定 × × ◎ ◎

基準年度･･･2017年度　※LPGは2019年度

自家発は4月で稼働終了した。

LPG
二酸化炭素排出量

(kg-CO2）

リサイク
ル事業部

目標未達成
貨物の水分量により、使用量が変動する。
引き続き、燃費の良い使用を行う。

軽油
二酸化炭素排出量

(kg-CO2）

港運部
倉庫部

セメント部
リサイク

ル事業部
目標達成

引き続き燃費の良い軽油利用を行う。
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二酸化炭素総排出量

港運部
倉庫部
セメント部
リサイク
ル事業部
本社(曳
船管理)

重油
二酸化炭素排出量

(kg-CO2）

港運部
倉庫部

セメント部
リサイク

ル事業部
本社(曳
船管理)

燃費の良い重油利用を行う（自家発は除く）

目標達成

電力
二酸化炭素排出量

(kg-CO2）
全社

第4四半期のみ目標達成

エコドライブの徹底

ガソリン
二酸化炭素排出量

(kg-CO2）
全社

荷役状況により、電力の使用量は異なってしまう。
できるだけ、省エネを意識した荷役をする。

アイドリングストップを心掛けた。

目標達成

引き続き、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ及びｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞを推進する。



□　四半期ごとの環境目標及びその実績②

項目 部門 期毎累計 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月
基準年度 2,270 1,950 2,190 1,960
累計 2,270 4,220 6,410 8,370
目標（1%減） 2,248 1,931 2,169 1,941
累計 2,248 4,179 6,348 8,289
2021年度 2,390 1,990 2,350 2,060
累計 2,390 4,380 6,730 8,790
判定 × × × ×
評価
原因 原因不明

基準年度 48% 48% 47% 46%
平均 48% 48% 48% 47%
目標（43%） 43% 43% 43% 43%
平均 43% 43% 43% 43%
2021年度 52% 53% 54% 54%
今年度平均 52% 53% 53% 53%
判定 ◎ ◎ ◎ ◎
評価
基準年度 4,329 3,638 4,233 4,446
累計 4,329 7,967 12,200 16,646
目標（1%減） 4,286 3,602 4,191 4,402
累計 4,286 7,888 12,079 16,481
2021年度 4,400 4,725 4,430 2,797
累計 4,400 9,125 13,555 16,352
判定 × × × ◎
評価
原因 コロナ禍で水の使用量が増加した。

是正 節水を心掛ける。
※評価　◎：目標達成　△：目標は達成できなかったが、削減できた　×：目標未達成
※使用する購入電力の二酸化炭素係数0.482（kg-CO₂/kWh）

□　原単位使用量での評価
2022年度 基準年度 判定

重油　タグボート(ℓ/h) 136.05

15

評価・原因・是正

効率の良い使用を心掛ける。

ガソリン　(km/ℓ) 13.51

燃費の良い軽油利用を行う

エコ運転を心掛ける。

17.68

130.76 × 燃費の良い重油利用を行う。

11.69 ◎

目標達成

一般廃棄物の削減
(kg)

全社

是正
引き続き、ﾏｲｶｯﾌﾟ・ﾏｲ箸の使用、裏紙の使用、ｽｷｬﾅｰ
の活用、廃棄書類のリサイクルに努める。

マテリアルリサイクル率
の維持継続

(%)

目標未達成

リサイクル事業
部

11.26 ◎電力　(kwh/t) 10.23

軽油　(t/ℓ) 17.36 ◎

節水 全社

第4四半期のみ目標達成



  Co₂排出量は基準年度より減少しました。引き続き、全社員で低燃費運転を心掛けていきます。
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港運部

搬入トン数あたりの電力量 単位：kWh/t
2021 2017

横送りｺﾝﾍﾞｱ 0.14 0.12
ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ1号 0.00 0.80
ｱﾝﾛｰﾀﾞｰ2号 0.60 0.95

倉庫部

稼働時間あたりの電力量 単位：kWh/t
2021 2017

ニューマ１号機(kWh/h) 261.86 322.02
ニューマ２号機(kWh/h) 327.63 328.15
機械式３号機(kWh/h) 137.54 166.10

セメント部

搬出トン数あたりの電力量 単位：kWh/t 搬入出トン数あたりの電力量 単位：kWh/t
2021 2017 2021 2017
1.17 0.75 1.12 1.01

大型船での搬入は、作業をまとめて行えるた
め、使用電力量を抑えることが出来ます。
一方、小型船の場合は、小分け作業が多い
ため、電力使用の効率が悪化する傾向があ
ります。

今年度は、電力使用量は搬入量に連動した
動きとなりました。
また、1時間以上の稼働がなければ、機械の
運転を止める等、無駄な｢空運転｣をなくすよ
う心がけました。

セメント1課 セメント2課

セメント1課は搬出時にのみ電力を使用します。一方、セメント2課では、2019年11月に圧送管を導入し、搬入時には電力を
使用しなくなったため、基準年度よりも消費電力が減少しました。
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リサイクル事業部

単位：kWh/t 搬入出トン数あたりの電力量　単位：kWh/t
2021 2017 2021 2017

16.23 15.15 44.27 38.63

全体
春・秋の期間は空調利用が少ないため、電力の使用を抑えられています。
冷暖房利用の影響から、夏・冬の期間は電力の使用が多い傾向にあるため、必然的に太陽光のカバー率も下がります。
※自家発電は2022年4月に稼働を終了しています。
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リサイクル破砕 リサイクル乾燥

搬入量と電力量がほぼ比例しています。
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前年との比較（比較対象社用車のみ）
2021年度 2022年度

27,053 28,366

1,953 1,762

12.15 13.51

社有車別燃費比較 (km/ℓ）

2021年度 2022年度

8.57 12.47 燃費UP↑

9.76 8.93 燃費DOWN↓

12.47 13.76 燃費UP↑ →4月に使用中止

プリウス① 25.81 24.11 燃費DOWN↓

プリウス② 17.72 18.09 燃費UP↑

カローラ 16.47 22.31 燃費UP↑

ムーブ① 14.70 15.79 燃費UP↑

ムーブ② 14.29 14.16 燃費DOWN↓
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ガソリンは主に社有車の燃料として使用しています。
日常的に運行記録の記入、アイドリングストップの徹底を行い、燃費効率のよい使用を心がけています。

普通車を１台新車に替えたため、以前の車輌よりも燃費がよくなりました。
また、長距離の使用が増加し、全体的に燃費が向上しました。
引き続き、アイドリングストップや急加速・急発進の防止を徹底していきます。

走行距離(km)

給油量(ℓ）

燃費(km/ℓ）

本社

リサイクル事業部

セメント部

倉庫部

部署

昨年度と比較し、走行距離・給油量ともに減少し、燃費は向上しました。
燃費も向上できた要因は、長距離運転による燃費の良い走行と考えられます。

エコドライブを心掛けたことと、年末年始などの挨拶回りが再開し、長距離運転をする機会が増えたことで、燃費も
向上しました。
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搬出作業以外の使用（カビチェックや岸壁での作業）
が増加したため、搬出量に対しての軽油使用量は比
例しませんでした。

リサイクル事業部
（破砕）

搬入出量/軽油使用
0.98 t/ℓ
0.67 t/ℓ

仕分け作業が増加したため、搬入出量に対しての軽
油使用量は比例しませんでした。

横持ち作業が減少したため、搬入出量に比例した軽
油の使用量となりました。

リサイクル事業部
（乾燥）

搬入出量/軽油使用量

2.14 t/ℓ

2.41 t/ℓ

フレコンセメントの搬出が多い月は、全体の搬出量に
比較し、軽油の使用量が増える傾向にあります。

今年度も重機のアイドリングストップを徹底し、基準年
度よりも、原単位が向上しました。

倉庫部
搬出量/軽油使用量

3.99 t/ℓ
1.24 t/ℓ

軽油は主に、ウッドチップ・セメントの出荷、リサイクル
事業における重機の燃料として使用しています。

セメント部
搬出量/軽油使用量

港運部
搬入出量/軽油使用量

75.05 t/ℓ 4.85 t/ℓ
73.80 t/ℓ 5.73 t/ℓ

軽油
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港運 港運 清掃車 住友ｾﾒﾝﾄ リサイクル サイロ 前年累計 当年累計
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年度
2019
2022

LPGは,リサイクル事業における乾燥機の燃料として
使用しています。

水分の多い貨物は、乾燥させるのに時間がかかるため、入庫する貨物の状態によって使用量が変化します。
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リサイクル事業部
乾燥事業

搬出量/軽油使用量
52.04t/ℓ
52.06t/ℓ

LPG
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　　今年度は、新造曳船・富嶽丸が9月に就航しました。馬力が小さくなり、燃料使用量が減少しました。
　　作業内容により重油使用量を減らすのは難しい部分もありますが、船員にエコ運転を呼び掛けています。
　　他港での作業が多いと重油の使用量が増える傾向です。

重油(タグボート）

136.05 

130.76 

2022 2017

タグボート燃費年度比較（重油・三船）
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　　　　　　※自家発電機は、2022年4月に稼働を終了しています。
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今年度はタグボート用燃料としての重油使用が増加しました。
タグボート用燃料増加の原因としては、他港での作業の増加が考えられます。

重油(全社合計と自家発）
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＜工業用水＞
工業用水は主にウッドチップの荷役作業、リサイ
クル事業において、チップの飛散防止に使用して
います。
天候や貨物の状況により、使用量が変わりま
す。
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＜上水＞
今年度は、引き続き、新型コロナウィルス感染予
防対策のため、手洗い・うがいを行いましたが、
節水を心掛け、前年度より上水道の使用が減少
しました。

水の使用量
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廃木材破砕事業

動植物性残さ乾燥事業

年間平均では、目標の43％を大幅に上回る53％のマテリアルリサイクルを実施することができました。
予め顧客にある程度の仕分けをしてから持ち込んでもらうことを呼びかけ、無理のないマテリアルリサイクル
を継続していきたいと考えています。

飲食品工場の製造過程で発生した大量の植物残さを搬入
し、当社の乾燥プラントで飼料化します。
このように飲食料品の残さ物を使い再生された飼料を「エ
コフィード」といい、環境に優しい資源の開発に取り組んで
います。
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マテリアルリサイクル

飲料残さ再生フロー

収集・運搬
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　　清掃活動日・・・　毎月　第２月曜日
　　　

その他、使用済み切手の回収・寄付を行っています。

清掃活動
当社では毎月全従業員参加で、事務所の近隣、港湾用地等の清掃活動を実施しています。
また、ポイ捨て禁止等の注意喚起ポスターを貼り、会社周辺地の美化に努めています。
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グリーン購入
社内で使用する文房具等において、エコマーク商品の購入を努めています。
物品の適正購入とあわせて、今後もエコマーク商品の購入を推進していきます。

消火訓練
毎年、11月22日に消火訓練を行っています。
消防署も来ていただき、スモークハウスで煙の充満した部屋を体験したりしています。

エコ・社会貢献活動



　法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりです。 

法規制等の名称 該当する要求事項 該当する設備・項目 届出先 担当部 判定

・一廃収集業者の許可証確認（写し保管）
一般廃棄物
(紙、木くず、生ごみ等)

総務部 ○

・産廃収集運搬・処理業者との契約、許可証
写し保管

全部署

・保管基準

     60cm×60cm以上表示、

　　飛散・浸透防止、衛生管理

・マニュフェスト交付
　B2、D、E票の保管（5年間）、D票90日
E票180日以内に送付されない場合は、30
日以内の知事への報告

静岡県 全部署 ○

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の提出 静岡市
総務部／

リサイクル
事業部

６月初
報告予定

・産業廃棄物処分業許可更新 静岡市
総務部／

リサイクル
事業部

2019年
5月31日

更新

・産業廃棄物処理施設設置許可　変更届 破砕機、乾燥機 静岡市
リサイクル

事業部
○

消防法
・危険物保管の指定数量以上の許可申請
・危険物保管の指定数量以上の危険物
　取扱者の届出

A重油
石化木綿
灯油
木くず

消防署 総務部 ○

静岡県生活環境保
全条例

・騒音、振動に関する規制基準の遵守、
　市役所への届出

3.75Kwh以上のｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
3.75kwh以上の空調機器

静岡市 総務部 ○

労働安全衛生法

・労働衛生
・労働災害の防止
・安全衛生委員会の設置（定例会議の実施）
・衛生管理者の設置

全社の施設 労働基準監督署
安全衛生
委員会

○

海洋汚染等及び海
上災害防止に関す
る法律

・海洋への油の排出の防止
・海上汚染の防止

タグボート 曳船部 ○

化学物質排出把握
管理促進法
（PRTR法）

・有害性のある、様々な化学物質の環境への
　排出量を把握
・化学物質を、取り扱う事業者の自主的な
　化学物質の管理の改善化学物質に よる、
　環境保全上の支障が生ずることを未然防止

くん蒸施設 静岡市
倉庫部／
総務部

4月20日
報告済

浄化槽法

・浄化槽設置の届出
・登録業者による保守点検
・許可業者による清掃
・指定期間による法定検査

浄化槽設置個所
（本社事務所、住友ｾﾒﾝﾄ事
務所、穀物ｻｲﾛ事務所、ﾘｻｲ
ｸﾙ事務所）

県環境保健
センター

総務部
2022年

10月17日
検査済

グリーン購入法 出来る限り環境物品等を選択するよう努める 文房具等 総務部 ○

フロン排出抑制法
・充填、回収を行う場合、充填基準及び回収
基準に従い実施を行う

空調設備 静岡県 総務部 ○

２０２３年４月１日　環境管理責任者　村松　篤

27

□　環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

廃棄物処理法

産業廃棄物
（金属類・廃プラ類・
　廃ガラス・廃油・
　木製パレット・
　動植物残さ）

○

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。
なお、関係当局よりの違反、訴訟の指摘は、過去三年間ありません。



　1.環境経営方針

　方針内容については、当社の企業理念とも整合しており、引続き取組んでいくこと。
　方針の見直しについては、ガイドライン2017年度版への移行に合わせ、必要に応じて進めていく。

　2.目標・活動計画

　環境活動は、当社の中期事業計画の指針事項である「既存事業の基盤強化」や「安全衛生管理」に
沿って実施され、成果を挙げている。
　今後も同様に、業務と連動させながら進めていくこと。

　3.環境経営システム、その他の各要素

2023年5月31日

常務取締役　松瀬 宇太郎
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　経営方針と整合させ、全社的に取組んでいけるよう、各部においては情報の共有化に努めること。

代表者による評価と見直し結果


